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教育委員会（7月臨時会）会議録 

 

【会議の要項】 

1 開催期日  令和 3年 7月 16 日（金） 11 時 00 分 開会 

  

2 場  所  中央公民館第 1研修室 

 

3 本日の会議に出席した委員の氏名は次のとおりである。 

 ・教育長  石崎 敬三 
 ・委 員  中村 俊郎 

 ・委 員  屋敷 和久 
 ・委 員  久保田 栄子 
 ・委 員  兒玉 たえ子 

 
 

4 本日の会議に説明等のために出席した職員の氏名は次のとおりである。 

 ・教育課長 福永 朋宏 
 ・教育課長補佐 恒吉 正昭 
 ・文化振興係  山田 直美 
 ・教育課職員 小野田 武晃（記録） 

 

 

5 今回の会議録署名を指名した委員の氏名は次のとおりである。 
 ・7 月臨時会 屋敷 和久 

 
 

6 本日の会議に付議した事項は次のとおりである。 
[議案] 
（可・否・続・同） 議案第 5号  令和 4年度使用教科用図書採択について 

 
 

7 閉会 

・次回定例会 期日：令和 3年 8月 2日（月） 13 時 20 分～ 
場所：中央公民館第 3研修室 

・閉会時刻 11 時 45 分 
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教育長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

山田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

委員一同 

 

教育長 

 

 

 

 

 

委員一同 

 

教育長 

 

小野田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

【三股町教育委員会】 

あいさつ 

 

会議録署名委員に屋敷和久委員を指名する。 

 

【付議事項】 

「三股町図書館協議会委員の委嘱について」「三股町立文化会館運営委員の委嘱につ

いて」の説明を求める。 

 

別添資料「三股町図書館協議会委員」に基づいて説明する。 

条例により、委員定数が１０名以内、委員の任期は２年以内となっている。今回は、

任期の満了により、更新するものである。 

前年度７名任命されていたが、１名は体調の関係で継続が難しく辞退をされ、後任

が見つからず、今回は６名を引き続き任命した。 

 

別添資料「三股町立文化会館運営委員」に基づいて説明する。 

条例により、委員定数が１０名以内、委員の任期は２年以内となっている。今回は、

任期の満了により、更新するものである。 

前年度までの５人を、全員引き続き任命した。 

 

この件について質問等を求める。 

 

質問等はなし。 

 

承認事案、議案第５号「令和４年度使用教科用図書採択について」 

この議案については、宮崎県教科用図書選定審議会の答申及び研究資料が９月１日

以降に公表予定であるため、これ以前に採択結果が漏れることは好ましくないとい

う観点から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項に基づき、

会議を非公開としたいがよろしいか。 

 

異議なし 

 

議案第５号「令和４年度使用教科用図書採択について」の説明を求める。 

 

別添資料「令和４年度使用中学校用教科用図書 選定理由書」に基づいて次のとお

り説明する。 

１ 北諸県採択地区協議会における選定までの経緯 

２ 北諸県採択地区協議会における委員及び日程について 

３ 採択の方式について 

４ 選定結果、選定理由について 

〔選定理由要約〕 

○ 社会（歴史）「東京書籍」 

 ・事象間の因果関係について考察する力を身に付けるために、「見方・考え方」や

「読み取る」で、情報を集め、読み取り、まとめる活動を位置付けるなど、生徒

の学びが深まるような工夫が見られる。 

 ・各時代の大まかな特色や流れを理解する力を身に付けるために、資料の読み取

りで各時代の理解を深める特設ページ「資料から発見！」を設定する工夫が見

られる。 

 ・ＱＲコードの数が多く、表示されるデジタル資料も充実している。 

 

５分間ほど、他者の教科書を含め、閲覧及び確認をする時間をとる。 
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小野田 

 

教育長 

 

中村委員 

 

 

教育長 

 

 

 

中村委員 

 

 

児玉委員 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

委員一同 

 

教育長 

 

小野田 

 

 

 

恒吉課長補佐 

 

 

 

 

 

 

東京書籍のデジタル資料の紹介をする。 

 

ここまでの説明についての質問や意見を求める。 

 

自由社は、例えば「戦争」を取り扱う部分について、掲載されている写真や内容が一

方的な表現が目立つ。東京書籍は庶民目線からしてもバランスがよい。 

 

採択地区協議会の協議においても、自由社は、いろんな資料を提示して、執筆者の意

図を生徒に理解させようという教科書だった。東京書籍は、生徒に考えさせる工夫

がなされていた。 

 

執筆者及び著作関係者のページについて比較すると、東京書籍は非常に数が多い。

宮崎県の方もいる。 

 

見た感じは、自由社の方が見やすい印象がある。 

 

自由社はフォントが太くて大きいこともある。 

 

 

中学校社会（歴史）の使用教科用図書についての承認を求める。 

 

中学校社会（歴史）「東京書籍」を承認。 

 

情報公開の方針の説明を求める。 

 

別添資料「令和３年度教科用図書北諸県採択地区協議会の情報公開について」を説

明する。 

 

 

〇 次回定例会について 

8 月 2 日（月）13 時 20 分から 中央公民館 第 3 研修室 

 

【閉会】（11 時 40 分） 

 

 

 教育長 教育委員 

会議録署名者   

 


